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なせいま，ァィヒマン裁判なのか
高橋哲哉［東京大学助教授］

なぜ、いま、アィヒマン裁判なのか。

映画「スペシャリストー自覚なき殺琺者Jを観ながら、私たちがまず突き当たる

のはこの問いである。編集の素材となった映像は、すべて1961 年当時のアィヒ

マン裁判の資料映像である。なぜ、いま、四十年近くも前の過去の裁判記録が

問題なのか。ロニー・ブローマンとエイアル・シヴァンの答えは、一人の女性思

想家を経由する。一一二十世紀を代表する政治理論家の一人、ハンナ・アーレ

ント。彼女のアィヒマン裁判傍聴記「イェルサレムのアィヒマン」(1963) は、当時

大論争を巻き起こした。そこで提起された問題群は、いまも決して古びていない、

否、ますますアクチュアリティを増している、とブローマ

ンとシヴァンは考えている。編集に当たって二人が依

拠したのは、アーレントのアィヒマン裁判論だった。ハ

ンナ・アーレントはいわば、この映画のくもう一人の作

者〉なのだ。

では、「イェルサレムのアィヒマン」は何を問題にした

のか。一つは、「悪の凡庸さ」の問題である。数百万人

のユダヤ人を「死の工場」で大量殺霰したナチスドイ

ツ。その下手人の一人アィヒマンなら、さぞかし野獣の

ような殺人鬼、冷酷無比な悪魔のごとき男にちがいな

い。誰もがそう思いたがっていた。ところが、裁判を通

じて浮かび上がったのは、まった＜凡庸な普通の人間、

組織の歯車として働く小役人にすぎない、とアーレント

は喝破した。もう一つは、イスラエル国家による裁判の

政治的利用の問題だ。刑事裁判とは本来、ある人の行為が法に照らして有罪か

無罪かを判定するものである。ところがこの裁判は、アィヒマン個人の犯罪をは

るかに超え、ユダヤ民族に対するホロコーストの罪全体を告発する場になった。

さらに、ユダヤ人評謙会の問題がある。ナチスドイツは、占領地のユダヤ人を

集めてゲットーを作らせ、ユダヤ人指導者たちに「自治組織」の名目で評議会を

作らせた。しかし、これらのユダヤ人評議会は、ナチによる同胞の強制移送に協

力し、ホロコーストの犠牲を大きくした、とアーレントは批判した。ブローマンとシ

ヴァンによれば、これらの問題はそれぞれ、システム化された社会での個人の責

•-

任の問題、国家による「歴史の記憶の政治的操作」の問題、人道援助活動の政

治的中立か介入かという問題として、現代世界のあらゆる場所で、いま現在のこ

ととして問われている問題である。「スペシャリスト」の映像は、一瞬たりともアイ

ヒマン裁判の法廷を離れない。が、この映画に込められたメッセージは、現代社

会に普遍的なものなのだ。

現代は「オフィスの犯罪者＝事務的犯罪者」の時代だ、とブローマンとシヴァ

ンは言う。日本でも薬害エイズ事件をはじめ、「官僚の犯罪」が問われはじめて

いる。官僚だけではない。つい最近の東海村ウラン加工施設の臨界事故を見

れば分かるだろう。企業の中で、あるいはその他の場所で、私たちが毎日のよう

にルーティンワークとして行なっていることが、ひょっとしたら何か重大な結果を

もたらすのではないか。私たちはそのことを、どこまで自覚しているのだろうか。

「自覚なき殺霰者」アドルフ・アィヒマンのケースは、決

して他人事ではない。私たち一人一人がこう問われて

いる。「あなたはもう一人のアィヒマンではないか」と。

■アドルフ•アイヒマン＿元ナチスのエリート中佐。
スベシャリスト·

「ユダヤ人移送計画」の専門家で、野しい散のユダヤ人

を強制収容所に送り込み死に至らしめた男ー1961 年

にエルサレムで裁かれた“今世紀史上、最大の犯罪に

荷担した男”の素顔は、驚くほど〈凡庸な〉人間だった・・・。

この衝撃映像はナチス載犯裁判で唯一の記録映像

であり、近年発見された350時間に渡るフィルムを約2

時間に編集し、ホロコーストについて新たな見地を見出

した長篇ドキュメンタリーである。既存の記録映像に対

して最新のデジタル処理を行うという画期的な試みが、

作品の意図を明碩にし、裁判に臨場感を与えている。当時全世界がその動向に

釘付けになった“ァィヒマン裁判”の全貌が、いま明らかになる。
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「不服従を謹えて―《スベシャリスト》アィヒマンと項代」
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7月4日（火）～16日（日）京都ロードショー！
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